
食品関連事業者及び届出食品に関する基本情報／作用機序

食品関連事業者に関する基本情報

別紙様式  （ Ⅶ ）

届出者の氏名
（法人にあっては
名称）

届出者の住所
（法人にあっては
主たる事務所所在
地）

製造者の氏名
（製造所又は加工所
の名称）及び所在
地
※複数ある場合、
全てを記載

消費者対応部局
（お客様相談室等）
の連絡先

（電話番号等）

情報開示する
ウェブサイトの
ＵＲＬ

届出者の
代表者氏名

サントリーウエルネス株式会社

川崎益功

株式会社ニッポー
静岡県富士宮市北山4242番地1

0120-333-310

http://suntory.jp/WELLNESS/

届出事項及び開示
情報についての問
合せ担当部局

部　局：サントリーウエルネスお客様センター
電　話：0120-333-310

東京都港区台場２丁目３番３号

届出食品に関する基本情報

商品名

食品の区分

錠剤、粉末剤、液剤
であって、その他加
工食品として扱う場
合はその理由 

名称

オメガエイド

ARA･DHA･EPA含有油脂加工食品

加工食品(サプリメント形状)



別紙様式  （ Ⅶ ）

当該製品が想定す
る主な対象者

（疾病に罹患してい
る者、妊産婦（妊
娠を計画している
者を含む。）及び
授乳婦を除く。）

健康増進法施行規
則第11条第２項で
定める栄養素の過
剰な摂取につなが
らないとする理由

高年齢者

販売開始予定日 2018年 01月 09日

当該製品の1日摂取目安量当たりにおいて、脂質は1.21 
g（飽和脂肪酸：0.31 g、コレステロール：10.6 mg）、糖
類は検出せず（※）、ナトリウム0～9 mg、食塩相当量0
～0.03 gであり、「日本人の食事摂取基準」の成人男女
の摂取目標量と比較しても微量である。
　以上より、当該製品の1日摂取目安量において、健康
増進法施行規則第11条第2項で定める栄養素の過剰な
摂取につながらない。
※一般財団法人　日本食品分析センターにおける糖類
分析の定量下限値（0.05g/100g）以下



別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 
１．製品概要 
商品名 オメガエイド 
機能性関与成分名 ＤＨＡ、ＥＰＡ、ＡＲＡ（アラキドン酸） 
表示しようとする

機能性 
本品にはＤＨＡ、ＥＰＡ、ＡＲＡ（アラキドン酸）が含

まれます。ＤＨＡ、ＥＰＡ、ＡＲＡ（アラキドン酸）の

３成分の組み合わせには、健康な高年齢者において、認

知機能の一部である注意機能（重要な物事に素早く気づ

けることや、複数の物事に注意を払えること）の維持に

役立つことが報告されています。 
 
２．作用機序 
DHA、EPA、ARAの 3成分を組み合わせて摂取することによって、脳組織中の

DHA、EPA、ARAが加齢による減少から回復し、脳のシナプス可塑性の改善を介

して、認知機能の一部である注意機能が維持されると考えられる。 

 

脳組織中の DHA、EPA、ARAの加齢に伴う減少と DHA、EPA、ARAの摂取による

回復、及び認知機能の一部である注意機能の加齢に伴う低下とそれに対する

DHA、EPA、ARAの摂取の有効性が、以下の通りそれぞれ複数報告されている。

このことから、DHA、EPA、ARAの 3成分の組み合わせが、脳のシナプス可塑性

の改善に寄与していると考えられる。 

 

「脳組織中の DHA、EPA、ARAの加齢による減少からの回復」 

脳は脂質に富んだ臓器であり、脳組織の乾燥重量の約 6割が脂質で構成され

ている（1）。脳のリン脂質の主要な構成成分である DHAや ARAは加齢に伴い減

少することが報告されているが（2-8）、DHA、ARAを摂取することによりそれぞ

れ回復することが示されている（4-7）。また、EPAの摂取で脳組織中の DHA・

EPAが増加することが報告されている（8）。 

以上より、DHA、EPA、ARAの 3成分の組み合わせを摂取することにより、各

機能性関与成分が脳組織へ補給され、加齢による減少から回復すると考えられ

る。 

 

「認知機能の一部である注意機能の加齢に伴う低下とそれに対する DHA、EPA、

ARAの摂取の有効性」 

認知機能は加齢に伴い低下し、DHA・EPA や ARAの摂取により改善することが

報告されている（8-11）。その作用機序として、脳の神経活動の活性化（9）、

神経細胞死の抑制（8）、神経伝達物質の増加（10）、シナプス膜流動性の改善



別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

（12）、脳由来神経栄養因子の増加（10）などが示されている。 

認知機能の一部である注意機能（脳波事象関連電位 P300潜時）についても

同様に、高年齢者において加齢に伴い低下することが知られている（13-15）。

脳波である P300は頭皮上で記録される脳内の電位であり、神経細胞集団のシ

ナプス後電位の時間的・空間的な加重によって生じるため（16）、シナプスの

伝達効率が P300潜時に大きな影響を及ぼす。シナプスの伝達効率が情報の入

力に応じて変化することをシナプス可塑性と言い、これが P300潜時に影響を

与える主な作用機序と考えられる。実際に、加齢に伴い P300潜時が延長しシ

ナプス可塑性が低下することが報告されており（13-15, 17）、運動などの介入

により改善する（18, 19）ことから、P300 潜時とシナプス可塑性は連動してい

る。 

これまでに、加齢に伴うシナプス可塑性の低下に対する DHA、EPA、ARAの摂

取の有効性が複数報告されており、その作用機序が届出者らにより以下の通り

報告されている。 

DHA・EPAの摂取により、脳のシナプス可塑性が改善した（6, 8）。また、海

馬または大脳皮質で加齢に伴う神経新生の低下（20）や、N-Methyl-D-

Aspartate（NMDA）受容体の発現量の減少（21）、シナプス膜の流動性の低下

（12）、脳内の過酸化状態（8, 22）などが DHA・EPAの摂取により改善した。 

一方、ARAの摂取により、海馬神経細胞のシナプス可塑性が改善すること

（11）が示されている。また、加齢に伴う神経新生（神経幹細胞数）の低下

（7）や、海馬の神経細胞膜の流動性の低下が ARAの摂取により改善した

（23）。なお、加齢に伴う神経新生低下に対する改善作用に対しては、DHAと

ARAはそれぞれ異なる作用機序を持つ可能性があり、ARAの摂取が神経幹細胞

数を維持し、DHAの摂取が新生神経細胞の生存や産生を支持する可能性が示唆

されている（7）。 

 

以上より、DHA、EPA、ARAの 3成分の組み合わせを摂取することにより、各

機能性関与成分が脳組織へ補給され、シナプス可塑性の改善を介して注意機能

に対する有効性を示すと考えられる。 
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健康被害の情報収集体制

健康被害の情報収集体制

別紙様式  （ Ⅳ ）

商品名 オメガエイド

健康被害の情報の
対応窓口部署名等

ファックス番号

電子メール

その他

連絡対応日時
（曜日、時間等）

電話番号

サントリーウエルネスお客様センター

0120-333-310

0120-784-310

info@suntory-kenko.com

郵便　〒105-8691　日本郵便株式会社　芝郵便局
郵便私書箱第28号　サントリーウエルネス行

電話受付時間　9:00～20:00（土日・祝日可）
ただし年末年始を除く/ファックスは24時間受付

その他必要な事項



表示の内容／表示見本

届出食品に関する表示の内容

別紙様式  （ Ⅵ ）

商品名 オメガエイド

科学的根拠を有す
る機能性関与成分
名及び当該成分又
は当該成分を含有
する食品が有する
機能性

一日当たりの
摂取目安量

一日当たりの摂取
目安量当たりの
機能性関与成分の
含有量

6粒

高温・高湿及び直射日光をさけて、保管してください。保存の方法

お飲みものと一緒にかまずにお召し上がりください。摂取の方法

摂取する上での
注意事項

無

調理又は保存の方
法に関し特に注意
を必要とするもの
にあっては当該注
意事項

※内容量等により表示事項が異なる場合、その内容を全て記入する。

（表示見本を添付すること）

本品にはＤＨＡ、ＥＰＡ、ＡＲＡ（アラキドン酸）が含ま
れます。ＤＨＡ、ＥＰＡ、ＡＲＡ（アラキドン酸）の３成
分の組み合わせには、健康な高年齢者において、認知
機能の一部である注意機能（重要な物事に素早く気づ
けることや、複数の物事に注意を払えること）の維持に
役立つことが報告されています。

機能性関与成分名：ＤＨＡ、ＥＰＡ、ＡＲＡ（アラキドン
酸）
含有量：ＤＨＡ 300mg、ＥＰＡ 100mg、ＡＲＡ（アラキ
ドン酸） 120mg

摂り過ぎに注意してください。抗凝固剤、血糖降下剤、
降圧剤等を処方されている方は、医師、薬剤師に相談
してください。








